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ブロック図

MONITOR SP YAMAHA MSP3
PANEL-A マイクプリMILLANIA HV-3C 音声分配機　DRAWMER DA6

天つりマイクL XLR♂ INPUT-1 OUT-1 INPUT-L OUT6-L
天つりマイクR XLR♂ INPUT-2 OUT-2 INPUT-R OUT6-R

OUT2-L
ホール録音用回線 OUT2-R
8CH XLR♂*8
CANARE 8B1N2 OUT1-L

OUT1-R
舞台袖ワイヤレスマイク用 VOLUME XLR 4PIN

マルチプロセッサー　SONY SRP-X700P 場内アナウンスマイク
REMOTE MIC4 IN

PANEL-B
ワイヤレスマイク受信用アンテナ BNC ANT. IN-1
ワイヤレスマイク受信用アンテナ BNC ANT. IN-2

CDレコーダー　TASCAM CDRW901
REMOTE LINE4-A IN-L UNBAL LINE OUT-L BAL LINE IN-L

LINE4-A IN-R UNBAL LINE OUT-R BAL LINE IN-R
天つり　SP　FRONT-L スピコン SP OUT L(ターミナル）
天つり　SP     FRONT-R スピコン
天つり　SP   REAR-L スピコン SP OUTR(ターミナル） MD RECORDER  TACAM MD350
天つり　SP   REAR-R スピコン LINE4-B-IN-L UNBAL LINE OUT-L BAL LINE IN-L

LINE4-B-IN-R UNBAL LINE OUT-R BAL LINE IN-R

MAIN OUT L&R

P.AMP YAMAHA P2500 INPUT 1&2
FRONT床コン　SPジャック-1 スピコン SP OUT-1
FRONT床コン　SPジャック-2 スピコン SP OUT-2

REAR床コン　SPジャック-1

REAR床コン　SPジャック-2 SRP-X700P EQ セッティング
天つりスピーカー　 メインスピーカー　

ホール 3F調整室 160hz　Q2.7　-3DB 80hz　Q1.8　-4DB
250hz　Q2.7　-1DB 315hz　Q1　+2DB
63hz　Q1.8　-2DB 1.25Khz　Q1.8　-1.5DB
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ラックレイアウト図

YAHAMA MSP3 YAHAMA MSP3
(モニタースピーカー） (モニタースピーカー）

DRAWMER DA6 (1STEREO入力6STEREO出力　オーディオ分配機）

TASCAM CD-RW901 (CDRWレコーダー）

TASCAM MD-350 (MDレコーダー）

MILLANNIA  HV-3C (2CH マイクプリアンプ）

SONY SRP-X700P( PAミキサー）

YAMAHA P2500S (ステージスピーカー用パワーアンプ）

ラック内の音響機器は
ラック横のスイッチにて
一括電源ON/OFFが可能です。

各機器のヴォリューム、スイッチ等にはあらかじめ推奨レベルを示す
マーキングが施されています。
それを目安に微調整をお加え下さい。
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PA機器詳細

使用する場合はYAMAHA パワーアンプ
のボリュームも上げてください↓

ホール天井設置BGM用スピーカーのマスターボリューム

ステージ用スピーカーのマスターボリューム

内部の基本設定を呼び出すスイッチです

デフォルトの設定は　A 　に記憶してありますので
ご使用前に　A ボタンを押し　設定を呼び出して下さい。
（電源投入時はどのボタンも点灯していません、その場合は
前回電源OFF直前に呼び出されていた設定で動作しております）

オプションとして　B　にも別設定を記憶させておりますので
状況に応じて使い分ける事も可能です

シーンA:ホール基本セッティング
　　　　ワイヤレスマイクの音声をステージスピーカーから出力
　　　　影アナウンスマイク及びBGMを天井設置BGMスピーカーから出力
シーンB:ホールオプションセッティング
　　　　ワイヤレスマイク、影アナウンスマイク及びBGMを天井設置BGMスピーカーから出力

ホール内ワイヤレスマイクの ホール内BGMのソース選択と音量調整フェーダー
音量調整フェーダー CDをBGMにする時：右側　LINE4 SELECTスイッチの　A を選択

（ワイヤレスマイクの音量は MDをBGMにする時：右側　LINE4 SELECTスイッチの　B を選択
ホール舞台袖にリモート 注意：ホール据え付けのMDレコーダーおよびCDRWレコーダーは場内録音装置も兼ねておりますので

ボリュームを設置しておりますので 　　　MD及びCDRWを録音状態または録音待機状態にしたままフェーダーをあげるとハウリングを起こす
微調整はそちらで調整可能です） 　　　可能性があります。録音時には必ずフェーダーを最下位置にして下さい。

調整室内設置の影アナウンス用マイク
音量調整フェーダー

+
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レコーディング機材詳細

各機器の基本的な使用方法は各取扱説明書をご参照ください。

インプットレベル調整トリム
本体レベルメーターを見ながら適正レベルに調整して下さい

インプットセレクトスイッチ
押す度に入力選択が切り変わります。信号はアナログバランス入力端子
に入力されていますので　[BAL. ANALOG]を選択してください。

インプットセレクトスイッチ
信号はアナログバランス入力端子に入力されていますので
[ ANALOG]を選択してください。

インプットレベル調整トリム
本体レベルメーターを見ながら適正レベル
に調整して下さい

＋４８Vスイッチ
コンデンサマイクの為のファンタム電源スイッチです。
このスイッチを押す事でマイクに電源が供給できますので収録の際には必ず
ONにして下さい。OFFの時にはマイクは音を拾いません

マイクのゲイン調整トリムとゲインレンジ切り替えスイッチ
適正録音レベルになるように都度調整してください。

MILLENNIA HV3C

ホール天井据え付けの天吊りステレオマイ
ク用のマイクプリアンプとして
使用しています。

音量ボリューム調整
２番のトリムで本機の音量を調整して下さい

インプットレベルメーター
HV-3Cで増幅されたマイクの
音量レベルを確認できます

CDRWへ送
る音量調整

MDレコー
ダーへ送る
音量調整

モニタースピーカー
へ送る音量調整

DRAWMER DA6 (オーディオ分配機）
HV3Cで増幅した天吊りマイクの音声を
CDRW、MDレコーダー、モニタースピーカー
へ分配する機能を持ちます。　各ボリュームトリム
で音量調整は可能ですが。
基本的には本機のボリュームは全て”０”の位置
固定でお使いいただき各レコーダーのインプットボ
リュームにて録音レベルを調整する事をオススメい
たします。

YAMAHA MSP3(モニタースピーカー）
ホール内点吊りマイクで収音した音声をモ
ニターする為のスピーカーです。
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